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令
和
４
年
度
瑞
穂
町
体
育
協
会
定
期
総
会
が
令
和
４
年
５
月
27
日
（
金
）
に
瑞
穂
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
拡
大
防
止
を
考
慮
し
て
構
成
人
数
を
削
減
し
た
形

式
で
３
年
ぶ
り
に
参
集
型
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
議
長
に
空
手
道
連
盟
の
福
島
政
夫
理
事
、
総

会
書
記
に
鈴
木
昭
弘
常
務
理
事
、
議
事
録
署
名
人
に
岸
野
勉
常
務
理
事
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
柳
澤

博
幸
理
事
を
選
出
し
ま
し
た
。

審
議
事
項
は
、
①
令
和
３
年
度
体
協
事
業
報
告
、
②
令
和
３
年
度
歳
入
歳
出
収
支
決
算
報
告
及
び
決

算
監
査
報
告
、
③
令
和
４
年
度
・
５
年
度
体
協
理
事
の
選
出
、
④
令
和
４
年
度
事
業
計
画
案
、
⑤
令
和

４
年
度
歳
入
歳
出
予
算
案
で
あ
り
、
決
議
者
102
名
中
99
名
（
欠
席
者
３
名
）
か
ら
全
て
の
議
案
に
対
し

て
同
意
す
る
旨
の
意
思
表
示
が
示
さ
れ
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
て
、
体
育
協
会
会
長
・
副
会
長
・
理
事
長
・
副
理
事
長
・
監

事
２
名
の
選
出
審
議
が
行
わ
れ
、
左
記
役
員
の
再
任
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
三
期
目
と
な
る
石
山
正
志

会
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
絆
と
友
愛
を
育
む
と
と
も
に
、
瑞
穂
町
民
の
健
康
維
持
増
進
に
貢
献
す

る
所
存
で
あ
る
（
詳
細
は
下
記
別
掲
）
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
瑞
穂
町
体
育
協
会
の
事
業
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
近
藤
ミ
ネ
子
前
常
務
理
事
、
山
﨑
美

佐
子
前
常
務
理
事
、
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
雨
宮
信
秋
前
会
長
に
体
育
協
会
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
杉
浦
裕
之
瑞
穂
町
長
、
古
宮
郁
夫
瑞
穂
町
議
会
議
長
に
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
最
後
に
寺
﨑
和
夫
副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
て
、
滞
り
な
く
令
和
４
年
度
の
定

期
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
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特定非営利活動法人

瑞穂町体育協会

(1)

絆
と
友
愛
を
育
む
体
協
活
動
を
！

令
和
４
年
度
瑞
穂
町
体
育
協
会
定
期
総
会

来賓挨拶する杉浦瑞穂町長

体育協会石山会長挨拶

三
期
目
の
会
長
に
選
出
し
て
頂
い
た
こ
と
に
、
責
任

の
重
大
さ
を
従
来
に
も
増
し
て
痛
感
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
絆
と
友
愛
を
育
む
と
と
も
に
、
瑞
穂
町
民

の
健
康
維
持
増
進
に
貢
献
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

前
期
の
二
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
体
協
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が
中
止
や
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
も
感
染
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

唯
一
の
明
る
い
話
題
は
、
大
谷
翔
平
選
手
の
大
リ
ー
グ

で
の
大
活
躍
で
し
ょ
う
か
！
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
も

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
感
染
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
し

て
事
業
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
た
体
協
加
盟
各
団
体
各
位

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
体
協
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
そ

の
基
本
を
「
ふ
れ
あ
い
支
え
合
い
を
大
切
に
し
て
、
活

力
あ
る
体
協
事
業
を
推
進
す
る
」
に
置
い
て
、
そ
れ
を

基
盤
に
「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
健
康
で
活
力
あ
る
瑞

穂
町
を
創
る
」
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
小
学
生
ス
キ
ー
教
室
は
今
年
度
よ
り
廃
止
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
体
育
協
会
が
推
進
し
て
き
た
ジ
ュ

ニ
ア
世
代
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
の
「
町
民
皆
ス
ポ
ー

ツ
」
を
達
成
す
る
た
め
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
団
体
の
皆
様
は
非
常
に
お
忙
し
い
中
、
所
属
団
体

の
活
動
と
体
育
協
会
の
活
動
に
奉
仕
の
精
神
で
ご
尽
力

を
頂
い
て
お
り
、
ま
た
、
体
協
活
動
を
財
政
面
で
支
え

て
頂
い
て
い
る
賛
助
会
員
の
皆
様
、
更
に
は
同
志
的
連

携
で
協
力
を
頂
い
て
い
る
行
政
の
皆
様
に
こ
こ
ろ
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 瑞

穂
町
体
育
協
会

会
長

石
山
正
志

令
和
４
年
度
瑞
穂
町

体
育
協
会
役
員

会

長

石
山

正
志

副
会
長

神
山

修

副
会
長

牧
野

壽
義

理
事
長

石
井

正
次

副
理
事
長

寺
﨑

和
夫

監

事

中
川

順
夫

監

事

西
村

和
宏
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第49回瑞穂町総合体育大会水泳競技

令
和
４
年
８
月
７
日(

日
）
に
第
49
回
瑞
穂
町
総
合
体
育
大
会

水
泳
競
技
が
瑞
穂
町
営
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
小
学
生
・
中
学
生

の
み
の
大
会
と
し
て
、
熱
中
症
対
策
に
も
十
分
配
意
し
て
開
催

し
ま
し
た
。
小
学
生
の
部
に
50
人
、
中
学
生
の
部
に
７
人
が
参

加
し
て
競
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
時
間
短
縮
の
た
め
予
選
を
実
施

し
な
い
タ
イ
ム
レ
ー
ス
と
し
ま
し
た
が
、
各
選
手
懸
命
に
力
泳

し
日
頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は

表
彰
式
は
行
わ
ず
、
各
学
校
で
表
彰
状
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優勝杯返還

各競技選手団

第49回総合体育大会開会式

ウオーミングアップ 石山競技委員長諸注意

水飛沫を上げて力泳 最後のデットヒート

第49回瑞穂町総合体育大会開会式

令
和
４
年
９
月
３
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら
第
49
回
瑞
穂
町
総
合
体
育
大
会
開
会
式
が
瑞

穂
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
団
体
選
手
団
を
４
名
ま
で

と
し
、
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
副
実
行
委
員
長
の
神
山
副
会
長
の
開
式
通
告
で
始

ま
り
、
大
会
会
長
・
副
会
長
・
実
行
委
員
長
等
の
紹
介
の
後
、
競
技
を
主
管
す
る
団
体
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
穂
町
総
合
体
育
大
会
は
令
和
４
年
８
月
の
水
泳
競
技
を
皮
切
り
に
、
令
和
５
年
３
月
の

ス
キ
ー
競
技
（
菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
で
実
施
予
定.

）
ま
で
瑞
穂
町
の
町
内
各
施
設
で
８
ヶ

月
に
わ
た
っ
て
20
競
技
130
種
目
約
２
千
300
名
で
争
わ
れ
ま
す
。

大
会
副
会
長
の
古
宮
町
議
会
議
長
の
開
会
宣
言
の
あ
と
国
歌
・
町
歌
を
默
唱
し
、
今
年
は

優
勝
杯
返
還
を
、
全
競
技
種
目
を
代
表
し
て
陸
上
競
技
の
優
勝
杯
を
中
垣
富
雄
さ
ん
が
行
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
大
会
会
長
の
杉
浦
瑞
穂
町
長
が
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
、
続
い
て
、
大
会
実
行
委
員
長
の
石
山
体
育
協
会
会
長

が
「
怪
我
や
コ
ロ
ナ
感
染
に
は
十
分
注
意
し
て
、
思
う
存
分
競
技
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
選
手
宣
誓
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
西
村
和
宏
さ
ん
が
力
強
く
「
正
々
堂
々

と
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
力
い
っ
ぱ
い
闘
い
ま
す
」
と
声
高
ら
か
に
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
会
賛
歌
の
「
若
い
力
」
を
出
席
者
全
員
で
默
唱
し
、
最
後
に
大
会
副
会
長
の
鳥

海
教
育
長
の
閉
式
通
告
に
よ
り
開
会
式
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
後
は
、
各
競
技
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
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各
号
で
は
体
育
協
会
加
盟
22
団
体
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
3
団
体
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
チ
ー
ム
数
は
現
在
小

学
生
の
部
３
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
１
チ
ー
ム
、
一
般
の

部
８
チ
ー
ム
で
会
員
総
数
が
４
０
０
名
に
な
り
ま
す
。

連
盟
活
動
と
し
て
は
、
瑞
穂
町
総
合
体
育
大
会
の
小
学

生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
の
大
会
の
実
施
運
営

を
始
め
、
東
京
都
体
育
協
会
が
主
催
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
育
成

地
域
推
進
事
業
で
は
小
学
生
・
中
学
生
の
チ
ー
ム
か
ら
選

抜
し
た
選
手
の
強
化
育
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

各
チ
ー
ム
で
は
様
々
な
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
独
自
の

活
動
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
般
の
部
に
よ
る
瑞
穂
リ
ー
グ
は
、
年
間
を
通
し
て
開

催
し
て
お
り
今
年
度
は
６

チ
ー
ム
で
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
東
京
都
大
会
や
西

多
摩
広
域
行
政
圏
体
育
大

会
へ
も
チ
ー
ム
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
連
盟
と
し
て
の

今
後
の
課
題
は
少
子
化
に

よ
る
会
員
数
の
減
少
で
す
。

小
学
生
の
部
３
チ
ー
ム
で

は
練
習
や
対
外
試
合
な
ど

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
少
年
サ
ッ
カ
ー
場
や
三

小
、
四
小
、
五
小
の
校
庭

に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

剣
道
連
盟
は
昭
和
37
年
体
育
協
会
発
足
時
か
ら
、
発
足
四
団

体
の
一
つ
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
昭
和
43
年
に
は
、
第
１
回

町
民
剣
道
大
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
昭
和
44
年
に
は
、
小

学
生
剣
道
教
室
を
瑞
穂
中
学
校
体
育
館
で
開
催
し
、
底
辺
の
拡

大
を
目
指
し
ま
し
た
。
昭
和
45
年
に
は
第
一
小
学
校
に
滝
澤
福

一
先
生
が
着
任
し
て
剣
道
部
を
作
り
、
一
時
は
、
１
０
０
名
を

越
す
小
学
生
が
剣
道
の
修
行
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
参
加
者

が
や
が
て
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
と
な
り
、
大
変
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
関
東
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
が
現

れ
、
瑞
穂
町
や
瑞
穂
中
学
校
剣
道
部
の
名
が
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

現
在

概
ね
50
名
の
会
員
を
有
し
て
お
り
、
活
動
と
し
て
は
、

瑞
穂
町
民
剣
道
大
会
、
少
年
剣
道
育
成
事
業
を
実
施
し
、
９
月

に
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技
を
主
管
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は
、

連
盟
最
大
事
業
で
あ
る
、
瑞
穂
町
少
年
剣
道
大
会
を
近
隣
の
剣

道
団
体
を
招
待
し
て
開
催
し
、
令
和
４
年
で
第
36
回
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
年
間
を
通
し
て
、
少
年
剣
道
教
室
を
週
３
日
開
催
し
、

剣
道
普
及
の
事
業
実
施
や
近
隣
剣
道
大
会
に
参
加
す
る
な
ど
、

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
指
導
員
に
お
い
て
は
、
稽
古
会
や
剣

道
大
会
へ
参
加
し
、
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

戦
後
い
ち
早
く
こ
の
町
で
は
野
球
と
卓
球
が
盛
ん
に
な
り
、

昭
和
23
年
に
石
川
光
寿
氏
を
会
長
と
し
て
「
卓
球
協
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
昭
和
37
年
に
「
瑞
穂
町
体
育
協
会
」
が
発

足
さ
れ
る
と
卓
球
協
会
は
そ
の
加
盟
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
の
加
盟
は
野
球
、
剣
道
、
庭
球
、
卓
球
の
４
団
体
の
み

で
し
た
。
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
50
年
代
に
な
る
と
、
瑞
穂

中
、
瑞
穂
二
中
の
卓
球
部
が
関
東
大
会
・
全
国
大
会
に
出
場

す
る
よ
う
に
な
り
、
高
校
、
大
学
へ
進
ん
だ
選
手
の
中
か
ら

全
国
で
も
活
躍
す
る
優
秀
な
選
手
が
続
出
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
ろ
町
の
卓
球
技
術
は
さ
ら
に
向
上
し
瑞
穂
町
卓
球
連
盟
の

全
盛
期
と
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
毎
週
月
曜
日
19
時
か
ら
中

央
体
育
館
で
定
期
練
習
し
て
お
り
、
中
学
生
の
夏
季
合
宿
や

シ
ニ
ア
卓
球
教
室
な
ど
も
開
催
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
シ
ニ
ア

ま
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
つ
つ
活
動
の
盛
り
上
げ
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
活
気
の
あ
る
卓

球
連
盟
が
末
永
く
続
く
よ
う
会
員
数
を
増
や
し
、
各
年
代
の

活
動
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
連
盟

剣

道

連

盟

卓

球

連

盟
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第13回残堀川ふれあいウオーキング

令
和
４
年
６
月
18
日
と
６
月
25
日
の
二
日
間

に
亘
り
救
急
救
命
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
講
習
会
が
瑞

穂
中
央
体
育
館
で
福
生
消
防
署
・
東
京
防
災
救

急
協
会
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
て
実
施
さ
れ
、

体
協
加
盟
各
団
体
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
か
ら
合
計
59
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
救
命
技
能
認
定
証
の
有
効
期

間
の
３
年
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
お
り
、
今
回

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
と
消

防
署
の
指
導
に
基
い
て
密
集
を
避
け
る
た
め
２

回
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
講
習
会
開
催
に

あ
た
り
福
生
消
防
署
よ
り
９
月
９
日
の
救
急
の

日
に
表
彰
を
受
け
ま
す
。

座
学
で
は
救
命
措
置
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

特
に
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
如
何

に
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
除

細
動
）
が
必
要
か
を
学
び
、
ま
た
実
技
で
は
、

胸
骨
圧
迫
の
仕
方
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
電
極
パ
ッ
ド
の

貼
り
方
な
ど
の
操
作
方
法
を
学
習
し
ま
し
た
。

運
動
中
な
ど
に
発
生
す
る
不
測
の
事
態
に
備

え
る
た
め
、
参
加
者
は
積
極
的
に
質
問
す
る
な

ど
真
剣
に
受
講
し
ま
し
た
。

心肺蘇生の講習

講習会座学

令
和
４
年
６
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

第
42
回
瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
運
動
会
は
身
体
・
知
的
・
精
神
に
障
が
い

の
あ
る
方
と
健
常
者
が
一
緒
に
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
協
議
会
・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
・
手
話
サ
ー
ク
ル
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
す

る
も
の
で
す
。
３
年
ぶ
り
と
な
る
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
密
集
を

避
け
る
た
め
、
競
技
を
３
種
目
に
絞
っ
て
、
さ
ら
に

午
前
の
部
と
午
後
の
部
に
分
割
し
、
ま
た
、
初
め
て

の
試
み
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
も
可
能
と
し
て
多
元
中

継
も
行
い
ま
し
た
。

杉
浦
瑞
穂
町
長
、
古
宮
町
議
会
議
長
の
ビ
デ
オ
挨

拶
の
後
、
手
話
サ
ー
ク
ル
「
も
み
じ
」
の
先
導
に
よ

る
準
備
体
操
を
行
い
、
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
リ
ズ
ム
」

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
「
フ
ロ
ア
ー
ホ
ッ
ケ
ー
リ
レ
ー
」
の

競
技
が
行
わ
れ
、
各
競
技
と
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

従
来
お
昼
に
は
豚
汁
、
焼
き
そ
ば
が
振
舞
わ
れ
参

加
者
全
員
が
一
緒
に
和
気
藹
々
と
食
事
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
と
熱
中
症
防
止
の
た
め
飲
み
物

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
瑞
穂
町
体
育
協
会
石
山
会
長
が
講
評
を

行
っ
て
、
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

ボッチャ競技

フロアーホッケーリレー競技

残堀川ウオーキング

狭山丘陵ウオーキング

令
和
４
年
５
月
22
日
（
日
）
に
瑞
穂
町
主
催
の

第
13
回
残
堀
川
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
開
催

さ
れ
、
約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
、
参
加
人
数
を
絞
っ
た
ネ
ッ
ト
予
約
で
の
申

し
込
み
と
し
、
コ
ー
ス
も
若
干
短
縮
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
穂
ビ
ュ
ー
パ
ー
ク
競
技
場
に
お
い
て
午
前
９

時
か
ら
開
会
式
が
開
催
さ
れ
、
杉
浦
瑞
穂
町
長
、

古
宮
町
議
会
議
長
の
挨
拶
の
後
、
準
備
運
動
を
行
っ

て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
て
絶
好
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
日
よ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
日
の
雨
で
少
し

ぬ
か
る
ん
だ
道
中
と
な
り
ま
し
た
。
若
干
起
伏
の

あ
る
新
緑
の
山
道
を
歩
い
て
石
畑
公
園
に
向
か
い
、

玉
林
寺
公
園
か
ら
残
堀
川
沿
い
に
歩
く
約
5.5
km
の

道
の
り
を
約
２
時
間
か
け
て
狭
山
池
公
園
ま
で
歩

き
ま
し
た
。
途
中
、
残
堀
川
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
掛

け
ら
れ
、
春
の
風
を
受
け
て
気
持
ち
よ
く
揺
ら
い

で
い
ま
し
た
。

到
着
の
狭
山
池
公
園
で
は
、
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
、
春
を
満
喫
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
終
了

し
ま
し
た

第42回瑞穂町ふれあい運動会

救急救命・ＡＥＤ操作講習会
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令和４年度 賛助会員ご芳名
（順不同）
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本
協
会
の
運
営
経
費
は
町
か
ら
の
補
助

金
・
委
託
金
、
加
盟
団
体
会
費
、
独
自

の
事
業
収
入
、
賛
助
会
費
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
お
り
、
特
に
賛
助
会
費
は
瑞
穂

町
等
に
お
住
ま
い
の
多
く
の
方
か
ら
ご

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
振
込
を
中

心
と
し
た
お
願
い
に
し
て
お
り
ま
す
が
、

大
変
多
く
の
方
か
ら
ご
協
力
を
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
が
本
協
会
の
賛
助
会
員
に
加
入
し
て

下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
賛
助
会
費

（
年
間
）

一
口
一
、
〇
〇
〇
円
で
二
口
以
上
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
も
貴
重
な
賛
助
会
費
を
頂
き
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
万
全
の
対
策
を
取
っ

て
、
定
期
総
会
や
水
泳
大
会
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
体
協
だ
よ
り
も
従

来
の
ペ
ー
ジ
数
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
瑞
穂
町
の
各
所

で
総
合
体
育
大
会
の
各
競
技
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
健
康
の
維
持
増
進
と
仲
間
作

り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
委
員
長

石
井

正
次
）

編

集

後

記


